
或
は
大
英
博
物
館
に
、
或
は
露
國
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
第
三
世
博

物
館
に
、
或
は
我
が
二
甘
藷
に
S
世
界
昏
慮
に
保
管
せ
ら
れ
て
、

專
門
學
者
は
そ
の
調
査
に
い
そ
し
み
つ
、
あ
る
。
し
か
し
そ
の
多

く
は
未
整
理
の
ま
Σ
で
あ
っ
て
、
未
だ
一
般
畢
者
の
研
究
に
利
用

せ
ら
れ
る
程
度
に
立
ち
至
っ
て
居
ら
ぬ
。
英
國
の
ω
δ
冨
博
士
叢

掘
の
も
の
が
佛
國
の
故
O
冨
く
碧
9
。
・
博
士
に
よ
り
て
U
o
舞
冨
暴

O
凱
⇔
o
冨
幽
8
0
衰
。
誉
眉
霧
》
戸
戸
吋
9
望
①
汐
ε
題
せ
ら
れ
て
そ
の
一
部

が
公
刊
せ
ら
れ
允
時
、
吾
人
は
如
何
に
そ
の
眼
幅
を
喜
ん
だ
こ
ミ

で
あ
ら
う
。
羅
振
黒
氏
の
流
沙
墜
簡
も
亦
此
書
を
翻
刻
し
た
。
大

谷
伯
爵
の
も
の
は
嚢
に
西
域
考
古
圖
譜
二
巻
ざ
な
っ
て
大
梗
が
要

論
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
の
古
文
書
の
解
讃
設
明
は
實
に
胴
田
博

士
の
苦
心
ミ
努
力
ε
に
よ
り
て
彼
の
二
樂
叢
書
ミ
な
り
既
に
た
し

か
第
五
冊
ま
で
活
字
に
附
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
増
田
博
士
が
親
し

く
巴
里
の
ピ
ブ
リ
才
テ
ー
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
於
て
鑑
撰
し
ペ
リ

オ
博
士
の
諒
解
を
得
て
爾
博
士
の
共
編
の
下
に
巌
催
遺
書
の
雌
威

せ
ら
る
る
こ
ミ
ミ
な
っ
た
の
は
實
に
世
界
學
界
の
鴫
大
慶
事
で
あ

っ
て
、
ペ
リ
ォ
博
士
の
雅
量
、
ご
好
意
、
こ
羽
田
博
士
の
功
績
ざ
叉
本

書
の
出
版
の
如
き
非
螢
利
的
事
業
に
謝
し
墨
を
愛
す
る
の
志
よ
り

　
　
第
十
二
巻
　
　
紹
　
介

上
海
の
財
團
法
人
東
亜
致
究
會
の
爲
し
だ
る
後
援
く
」
は
永
へ
に
記

憶
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
第
一
集
で
あ
っ
て
大
版
影

印
敦
璃
版
本
一
冊
ε
、
玉
津
活
字
本
一
冊
ε
よ
り
成
る
。
壌
璃
版

本
に
認
む
る
所
は
慧
超
往
五
天
選
考
乙
案
巻
、
繹
迦
牟
尼
如
來
像

法
滅
盤
之
記
一
総
、
七
曜
暦
日
｝
巷
、
漢
蕃
顎
音
千
字
文
残
巻
の

四
種
で
各
省
何
れ
も
弱
田
博
士
の
解
説
が
つ
い
て
居
る
。
活
字
本

の
方
は
後
漢
乾
砧
二
年
沙
州
地
志
残
暑
青
身
勲
古
記
残
巻
、
後
唐

長
與
四
年
五
年
蔵
払
金
難
聴
、
晋
三
幅
七
年
曹
元
和
疏
、
陰
善
雄
羅

盈
蓬
閻
海
員
張
儂
馬
繋
讃
、
繋
累
副
史
田
員
宗
啓
、
巌
憧
名
族
志

残
巻
、
小
器
明
妃
傳
残
雪
、
法
成
課
薩
婆
多
二
五
事
論
の
九
種
を

牧
め
、
こ
れ
亦
各
々
畠
田
博
士
の
解
論
が
あ
る
。
破
蛍
窓
は
以
て
原

書
の
面
影
を
偲
ふ
べ
く
活
字
本
は
以
て
解
讃
利
用
の
便
が
多
い
。

二
輪
叢
書
S
謂
ひ
本
書
ぐ
」
謂
ひ
共
に
誉
田
博
士
の
勢
を
感
謝
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
一
部
大
小
二
冊
、
優
一
〇
・
○
○
圓
、
上
海
鞄

子
路
東
亜
攻
究
総
勢
行
、
京
都
弘
文
堂
賞
捌
）
〔
以
上
那
波
〕

　
　
駒
厚
臼
8
9
髪
9
苞
窪
ご
U
δ
空
ρ
o
冒
℃
○
澤
涛
丙
繊
σ
魯

　
　
　
客
巷
。
冨
9
乱
髪
H
魯
く
g
H
O
。
α
い
ぼ
も
。
團
Q
。
団
○
巷
缶
α
興

　
　
d
拳
箕
§
σ
q
ユ
q
囚
ユ
総
Φ
ω
く
g
回
。
。
港
l
H
。
。
轄
．

第
一
號
　
　
一
四
九
　
（
一
四
九
〉



第
十
二
巻
　
　
紹
　
　
介

　
　
　
（
Q
Q
算
茜
帥
3
お
ω
9

　
本
書
は
、
西
洋
実
文
献
に
於
る
、
断
し
き
一
個
の
璽
要
著
述
哨
、
）

す
べ
き
で
あ
る
。
一
八
七
〇
年
の
普
佛
課
役
に
先
立
つ
國
際
外
交

の
研
究
に
回
し
て
は
、
已
に
、
三
三
外
務
省
の
手
に
よ
り
て
彪
大
な

る
ピ
窃
9
笹
器
ψ
O
芭
。
琶
跳
ρ
屋
。
。
留
猷
○
β
碧
旨
α
①
H
o
。
港
f

H
・
。
刈
H
・
の
刊
行
が
あ
っ
て
、
そ
の
両
三
の
極
め
て
大
な
る
も
の
な

る
べ
き
は
明
か
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
未
だ
そ
の
虐
沌
成
を
見
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
も
今
や
、
猫
三
三
よ
り
本
書
の
出
現
を
見
る

に
至
つ
九
の
は
大
い
に
吾
人
の
興
味
を
惹
く
所
で
あ
る
。
本
書
が

極
め
て
一
三
に
し
て
且
重
要
な
る
根
本
史
料
に
基
け
る
こ
ε
は
本

書
の
學
的
慣
値
を
大
い
に
高
め
る
所
以
で
あ
る
。

　
併
し
薯
者
の
圭
張
そ
の
も
の
に
は
、
爾
ほ
且
論
難
の
飴
地
が
存

し
て
居
る
ミ
患
は
れ
る
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が

決
し
て
、
鍵
來
信
ぜ
ら
れ
て
居
た
や
う
な
、
諸
國
の
國
民
主
義
を

擁
護
せ
ん
、
こ
す
る
公
李
な
る
重
力
的
理
想
主
義
者
で
は
な
く
て
、

純
然
た
る
佛
國
家
の
利
盆
本
位
主
義
の
政
策
を
行
っ
た
者
で
あ
る

ミ
云
ふ
黙
に
あ
る
。
帥
ち
、
皇
帝
は
、
ラ
井
ン
ラ
ン
ド
、
よ
り
出

回
る
限
り
の
土
地
を
奪
取
し
て
元
亨
の
勢
力
を
割
り
、
以
て
大
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
魏
　
　
　
輔
五
〇
　
（
一
五
〇
）

に
於
る
佛
國
の
覇
椹
を
確
保
せ
ん
ε
し
た
。
こ
の
彼
の
侵
略
的
、

背
信
的
な
る
回
外
政
策
こ
そ
、
一
八
七
〇
年
の
戦
役
の
眞
因
で
も

あ
り
、
そ
の
後
の
隊
州
三
際
閥
係
の
暗
礁
ε
な
っ
た
猫
彿
の
反
臼

ε
云
ふ
こ
S
の
原
因
で
も
あ
る
ε
著
者
は
主
張
し
て
居
る
の
だ
σ

　
か
・
る
著
者
の
主
張
に
は
、
そ
こ
に
國
民
的
偏
見
の
頗
る
強
く

働
い
て
居
る
の
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
圃
」
は
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
政
策
が
、
、
そ
の
末
期
を
除
い
て
は
常
に
公
卒
な
る
も

の
で
あ
っ
た
・
三
云
ふ
佛
國
の
歴
史
家
の
主
張
に
於
て
も
同
様
で
あ

る
。
か
・
る
こ
ε
は
、
一
個
の
國
三
三
係
の
歴
史
研
究
に
於
て
、

そ
れ
が
當
事
者
た
る
三
民
か
ら
幽
紅
場
合
に
は
、
常
に
現
は
れ
て

回
る
覗
象
で
あ
る
。
か
・
る
臣
民
的
偏
見
を
排
除
し
て
、
眞
實
の

原
理
の
確
立
に
資
せ
ん
ε
す
る
こ
ミ
。
こ
れ
が
日
本
に
於
る
西
洋

史
研
究
の
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
燐
以
の
一
つ
で
は
あ
る
ま
い

か
。

　
要
す
る
に
本
書
は
、
そ
の
史
料
の
選
揮
、
論
議
の
方
法
に
於
て

甚
は
だ
傾
向
的
な
る
短
所
を
有
し
て
居
る
ミ
は
云
へ
、
佛
國
外
務

省
の
出
版
ミ
相
並
ん
で
，
普
佛
職
役
前
史
の
研
究
の
重
要
な
る
著

蓮
、
こ
す
べ
き
で
あ
る
σ



じ

　
　
⑳
O
器
長
く
①
　
Ω
0
3
磐
a
貯
∩
o
古
び
。
h
蝕
§
店
①

　
　
　
因
。
σ
Φ
答
∩
o
匿
p
腰
鼓
。
川
昌
。
碧
。
剛
①
暮
2
咳
饗
贔
。
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韻
鯵
。
騨
。
噸
。
β
器
M
叶
9
題
回
鱒
U
窃
。
臨
σ
q
冒
○
。
。
鍵
属

　
　
　
σ
q
琴
山
霧
鑓
£
β
二
〇
9
萄
ω
。
・
H
’
（
㌘
蕾
坤
お
棋
）

　
本
書
は
、
前
回
に
紹
介
し
た
グ
ロ
ワ
ッ
教
授
監
修
の
国
蕪
。
一
器

σ窺

i
脅
鎮
。
の
中
の
、
古
代
史
第
二
部
ギ
リ
ッ
や
史
（
三
総
よ
り
成

る
）
の
第
一
雀
第
一
分
冊
（
四
分
冊
よ
り
成
る
）
で
あ
る
。
本
書
の

畠
現
は
、
多
嶽
の
古
代
史
研
究
著
述
の
中
に
、
↓
個
の
擁
威
的
著
述

を
加
へ
た
も
の
ε
見
る
こ
量
が
出
干
る
。
グ
ロ
ツ
ッ
教
授
は
、
そ

の
豊
冨
な
る
墨
問
的
，
藝
術
的
智
識
に
よ
っ
て
、
本
書
を
し
て
、

政
治
文
明
の
完
全
な
る
綜
合
的
作
物
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
第

一
章
は
、
ギ
リ
シ
ャ
及
び
そ
の
他
地
中
海
澹
岸
激
界
の
地
理
的
歌

況
を
述
べ
、
第
二
章
は
ク
リ
ー
ト
文
明
を
取
扱
っ
て
居
る
が
、
教

授
に
は
已
に
雰
。
三
馬
銭
。
昌
鐙
雅
旨
①
（
ぢ
δ
）
の
薯
あ
れ
ば
、

こ
、
に
は
略
述
さ
れ
て
居
る
。
第
三
章
は
、
ア
ハ
イ
ア
ン
、
ド
リ

ア
ン
の
移
佳
時
代
並
び
に
ボ
、
リ
シ
や
民
族
の
小
ア
ジ
ア
移
住
を
取

扱
ひ
、
第
四
章
は
ネ
ー
マ
ー
時
代
を
取
扱
ひ
、
教
授
は
こ
の
章
に

於
て
、
古
き
昔
よ
り
の
ボ
、
リ
シ
や
民
族
の
就
會
生
活
の
樵
績
的
嚢
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介

展
を
極
め
て
優
れ
た
筆
を
も
つ
て
描
い
て
居
る
。
本
書
は
、
こ
れ

を
最
近
の
ケ
ン
プ
」
ッ
ヂ
古
代
史
の
ギ
リ
シ
ャ
史
ミ
比
較
す
れ
ば

そ
れ
に
峡
け
て
居
っ
た
統
一
性
を
充
分
に
保
有
し
て
居
る
事
が
分

る
。
頃
簿
○
冨
σ
q
露
働
巴
。
全
罷
の
完
成
の
一
日
も
遽
か
な
ら
ん
事

を
、
三
人
は
切
に
希
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
轡
9
皇
濠
じ
ご
δ
。
汀
　
国
び
一
δ
σ
q
鑓
℃
ぼ
。
讐
亀
δ
臼
ρ
ま

　
　
　
9
一
、
｝
瑳
8
ぎ
Φ
8
き
巨
虐
①
g
ω
8
甦
。
α
。
営

　
　
　
翠
碧
8
需
直
撃
二
曽
○
鴬
・
霧
ρ
（
器
量
H
鴇
α
）

　
本
書
は
、
カ
ー
ネ
ー
ギ
i
基
金
に
よ
っ
て
回
日
ω
プ
。
薯
Φ
目
氏

監
修
の
下
に
組
織
さ
れ
て
居
る
「
大
詔
中
に
馨
る
経
濟
的
世
會
的

歴
史
」
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
現
在
、
製
σ
一
δ
夢
？

ρ
餌
。
！
寓
房
σ
Φ
創
。
置
○
器
肩
①
の
監
修
憾
言
し
て
、
殴
州
大
戦
中

に
於
る
雲
斎
の
聖
業
に
就
い
て
深
き
智
識
を
有
す
る
人
で
あ
る
。

本
書
は
、
大
谷
の
始
よ
り
一
九
二
〇
年
未
に
至
る
迄
の
、
一
萬
六
9

千
二
百
飴
の
論
文
を
集
め
、
こ
れ
を
極
め
て
公
李
な
る
立
場
よ
り

立
法
、
産
業
、
財
政
、
魅
會
生
活
そ
の
他
種
々
の
部
類
に
分
ち
、

大
戦
中
の
佛
蘭
西
に
饗
し
て
如
何
な
る
論
文
が
出
で
し
か
を
【
目

瞭
然
た
ら
し
め
て
居
る
。
將
來
、
こ
の
方
面
の
研
究
に
は
、
先
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
瀧
　
　
　
一
五
一
　
（
一
五
一
）



　
　
　
第
十
二
巷
　
　
紹
　
　
介

第
一
に
本
書
の
手
引
を
必
要
ざ
す
る
で
あ
ら
う
。
、

　
　
鯵
○
・
戸
O
巴
び
舜
峯
ご
日
7
0
6
0
鍵
ド
凶
窪
鶏
o
p
O
州
夢
。

　
　
　
O
o
桑
畠
。
舞
○
乙
。
さ
　
罵
囲
α
…
一
ω
ひ
ρ
．
（
ピ
2
危
9
ポ

　
　
　
回
ゆ
戯
）

　
ド
ミ
ニ
コ
敏
團
の
制
度
の
研
究
は
．
中
世
文
化
史
上
に
於
て
重

要
な
る
も
の
、
一
つ
で
あ
る
が
、
從
來
こ
の
方
面
に
は
良
著
の
紗

き
を
憾
み
「
こ
し
た
力
走
は
、
今
本
書
を
得
た
こ
ε
を
大
な
る
喜
び

¶
こ
す
る
。
著
者
は
本
書
に
於
て
、
聖
ド
、
三
一
コ
に
よ
っ
て
作
ら
れ

し
O
o
心
置
鼠
9
房
。
。
の
思
想
は
、
全
然
猫
創
的
な
る
も
の
ミ
は
な

し
難
く
、
そ
れ
以
前
の
魍
魎
殊
に
十
二
世
紀
の
始
、
佛
蘭
西
の

男
み
窮
8
ぎ
に
冥
。
吾
畏
の
開
い
た
俗
團
の
思
想
に
影
響
さ
れ
る

所
出
な
り
し
こ
ε
、
こ
の
O
o
易
簿
薮
。
β
○
ω
は
十
三
世
紀
の
牟
ば

ま
で
徐
々
た
る
養
鯉
進
化
を
示
し
て
居
る
が
、
し
か
も
オ
ー
ト
ク

ラ
チ
ッ
ク
な
思
想
は
少
し
も
現
は
れ
て
來
な
か
っ
た
こ
S
、
の
二

黙
を
力
説
し
て
居
る
。
要
す
う
に
本
書
は
、
そ
の
内
容
に
多
少
の

誤
謬
が
あ
る
、
こ
は
云
へ
、
ド
ミ
ニ
コ
教
團
の
研
究
の
好
参
考
書
た

る
を
失
は
す
、
し
か
も
附
録
ミ
し
て
、
十
四
世
紀
の
○
○
霧
簿
簿
6
濤
ω

の
原
文
を
掲
載
し
て
居
る
こ
・
こ
は
本
書
の
贋
値
を
一
暦
に
大
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
盤
　
　
一
五
二
　
（
一
五
二
）

し
め
る
も
の
で
あ
る
。
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．
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岡
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憂
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目
。
。
椅
○
。
●
（
國
し
9
丘
。
ぶ
お
膿
）

　
本
書
の
主
要
な
る
内
容
は
、
一
八
六
三
年
よ
り
六
八
年
に
亙
る

英
國
の
饗
外
政
策
の
研
究
で
あ
っ
て
、
導
者
は
こ
れ
を
、
英
國
外

務
省
の
戸
Φ
8
乙
○
窪
8
の
公
文
書
に
よ
っ
て
研
究
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
時
代
は
、
國
際
外
交
の
複
雑
せ
る
時
代
で
あ
っ
て
、
し

か
も
英
國
の
外
交
上
は
だ
退
嬰
的
で
あ
っ
て
、
後
世
よ
り
、
そ
の

國
際
的
威
信
を
損
す
る
こ
ミ
少
な
く
な
か
っ
た
ミ
非
難
さ
れ
る
時

代
で
あ
る
。
さ
れ
ば
薯
者
が
、
　
寄
む
。
ω
鼻
Ω
鴛
曾
α
o
づ
な
さ
の
外

相
そ
の
他
の
外
交
宮
に
早
し
て
非
難
の
意
を
有
し
て
居
る
の
は
自

然
の
事
で
あ
る
。
著
者
が
、
シ
ユ
レ
ス
ウ
イ
ヅ
ヒ
、
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
問
題
に
嘗
て
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
や
諸
國
の
北
海
制
海
礎
に
鋤
す
る

配
慮
よ
り
し
て
英
國
の
外
交
策
が
大
い
に
影
響
を
受
け
た
哨
し
論
じ

て
居
る
の
は
興
味
深
い
こ
ε
で
あ
る
。
六
三
年
…
1
六
八
年
の
時

代
以
外
の
本
書
の
内
容
は
、
同
一
の
男
⑦
8
長
○
『
ぽ
。
の
史
料
に



よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
な
い
故
、
そ
の
學
循
的
償
値
は
少
い
。

ε
に
角
本
書
は
、
名
①
げ
。
・
8
ご
圏
6
司
9
①
お
p
娼
○
罵
。
団
o
h
O
霧
け
】
曾

お
お
プ
．
↓
o
勇
蓉
昌
3
…
○
ρ
ご
コ
ヨ
σ
q
ゴ
司
9
Φ
貫
⇔
娼
9
0
）
・
．
鎧
。
ユ
。
ご

U
鴇
①
　
O
h
　
O
帯
刀
u
。
δ
昌
ρ
　
切
上
O
竃
⑦
旧
い
自
Φ
O
門
U
訪
毒
o
F
Q
．
O
Φ
o
ロ
鴇

ご
δ
o
h
園
。
び
⑦
苫
鎧
舞
ρ
9
。
・
G
Q
騨
房
げ
β
q
●
≦
p
・
己
曽
鐸
伽
0
8
0
げ
…

0
9
ヨ
ぼ
答
0
9
0
出
馨
。
蔓
○
励
b
d
導
…
ω
げ
団
9
①
…
磐
℃
o
汗
メ
ε
相
並
ん

で
、
英
國
封
外
政
策
研
究
の
好
参
考
書
た
る
を
失
は
な
い
。

　
劔
｝
o
ω
瑠
プ
囚
急
ω
9
0
ご
閃
¢
ω
。
。
討
。
滞
≦
淳
ω
9
簿
ω
ぴ
q
①
。
。
－

　
　
o
ぼ
。
洋
ρ
b
d
碧
偽
H
．
　
（
寄
嵩
騨
い
H
旧
い
）

　
露
國
史
，
殊
に
そ
の
維
濟
史
の
研
究
書
は
甚
だ
僅
少
で
あ
る
．
が

今
や
経
濟
史
研
究
に
豊
富
な
る
學
識
を
有
す
る
ク
ー
リ
ツ
シ
エ
ル

博
士
の
本
著
を
得
た
る
は
誠
に
喜
ば
し
き
こ
ミ
で
あ
る
。
著
者
は

露
國
の
経
濟
的
弓
展
が
西
敏
の
そ
れ
に
比
し
て
甚
だ
邊
々
た
る
も

の
な
り
ざ
し
て
居
る
。
中
世
に
て
は
村
落
経
濟
の
時
代
で
あ
っ

て
、
封
建
制
度
は
西
歓
の
そ
れ
の
如
く
に
登
展
せ
す
、
土
地
の
大

部
分
は
大
地
主
の
手
に
占
有
さ
れ
、
盤
外
貿
易
は
殆
ん
さ
ハ
ン
ザ

同
盟
都
市
の
猫
占
す
る
所
で
あ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
経
略
に
よ
っ
て

植
民
獲
展
時
代
が
開
始
さ
れ
た
が
、
し
か
も
十
六
世
紀
の
後
牟
に

　
　
第
十
二
巷
　
　
細
　
　
介

は
農
奴
制
度
が
固
定
し
，
露
地
の
挙
止
益
活
は
か
え
っ
て
退
化
の

趣
を
示
し
」
十
七
世
紀
に
於
て
も
爾
ほ
未
だ
資
本
主
義
を
知
ら
な

か
っ
た
ミ
し
て
居
る
。
本
書
に
は
優
秀
な
る
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
ヒ
ー

を
附
し
て
居
る
。
属
人
は
本
書
の
完
成
の
速
か
な
ら
ん
こ
ε
を
所

る
。
〔
以
上
大
村
〕

第
一
號
　
　
一
五
三
　
（
一
五
三
）


